東病棟チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	


令和元年6月7日(金)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：成田　春佳
	加藤
	澁谷
	成田
	滝田
	松舘
	坂澤
	柴田
	川守田
	中野
	金谷
	国光

	深
	〇
	〇
	〇
	〇
	準
	〇
	休
	深
	準
	休

	坂本
	畑中
	野村
	小沼
	大久保
	見上
	工藤
	荒木田
	佐々木
	古川
	鶴飼

	休
	〇
	休
	休
	〇
	休
	　〇
	準
	深
	〇
	〇

	竹内
	三浦
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	〇
	　〇
	
	
	
	
	
	
	
	
	


＜連絡事項＞
・特記事項なし
＜入室状況＞
・石坂　滉様～療養環境変更目的にて東D→西Aへ移動。
・和田　昌様～療養環境変更目的にて東A13号室→東B3号室へ移動。
・中居　松男様～療養環境変更目的にて東A15号室→東B3号室へ移動。
・蕨　真理様～同室者への不満訴えあり。東B2号室→東B1号室へ移動。

＜患者様連絡事項＞
・市川　トミ様～準夜帯にてM-T自己抜去。経口からの摂取可能の為、再挿入せず、本日昼よりハーフ食（粥・キザミ）へ変更となる。
・蕨　真理様～叔父様より本人の状態に関して面談希望あり。6/12(水)15:30から面談予定となる(Dr、家族了承済)。

・坂本　富也様～膀胱留置カテーテル挿入指示あるが、尿道口が狭く挿入できない為、挿入せず経過観察となる。また、点滴同内容で処方となる。
　　　　　　　　発熱ないため本日夕よりエプリッチ(1本/日)開始となる。日中離床促すように指示あり。
・宮澤　涼太様～退院請求の面談実施。「退院は不毛だ」と何度も同じ話を繰り返している。入院に関して審査会で検討したのち、約4週間後に本人宛に結果が郵送で来るとのこと。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・立花　圭様～20時～6時時間隔離中。来詰した際に特定男性患者様への不満を話す事はあるが、不穏・他者トラブルは無く経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。開放時間前よりドア蹴り頻回に見られている。開放後は他者への付き纏い行為・自身がノートに書いた字を他者に読ませようとする等の行動見られているが、他者トラブルには至らず。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・宮澤　涼太様～終日隔離中。本日より10時～16時の開放観察開始。開放後はホールにて過ごされている。昼食後に来詰した際には退院に関する訴え聞かれているが、話し終えるとホールに戻られている。不穏・他者トラブルは無い。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・野田　裕樹様～本日より時間隔離(20時～翌6時)へ変更となる。午前中はほぼ自室で臥床し過ごす。時折ホールに出てきてはユニット内を徘徊しているが、迷惑行為や他者トラブルは無く経過。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・見付　幸一様～身体拘束中。バイタルサイン異常なし。ミトンを外そうとすることあり介入要している。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・大久保　すい様～体幹のみ身体拘束中。妄想発言や危険行為は無く、対応も落ち着いている。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・古里　長太郎様～午後より発熱ありクーリングにて対応している。各食1/2～1/3摂取。むせ込みはない。小声で独語されている。バイタル測定時に抵抗見られている。
・坂本　富也様～体温37.1～36.6℃で経過、血圧高値だが、不調の訴えはない。服薬時や
　　　　　　　　やむせ込み見られている。
・柳町　由雄様～日課以外は自室にて臥床している。声掛け時には入院に関する不満等訴え、やや不機嫌さあるが、疎通は図れている。不穏・興奮は無く、落ち着いて過ごす事出来ている。
・細越　勝男様～臥床し過ごす。時折大声で叫ぶ事あり。叫んでいる言葉の内容は不明瞭で聞き取れず。声掛けには頷いて反応見られており、疎通は図れる。
＜安ケ平Dr診察情報＞
・藤井　崇史様～来週の定期(6/12)からハロペリドール(0.75) 2T 2×朝夕後が中止となる。
・中居　松男様～来週の定期(6/12)からバルプロ酸Naが600→400㎎へ減量となる。
　　　　　　　　エンシュアリキッドは同内容で7日分処方となる。

＜新入院患者様情報＞
日　　付：6月7日　12:38

  氏　　名：佐々木　鶴藏様

　生年月日：昭和9年11月2日　84歳

　病　　名：認知症

　性　　別：男性

　主治医　：金Dr(サポート医：馬渡Dr)

　入院形態：医療保護入院

　病　　棟：東病棟Cユニット

　

　(経過）

  地元の中学校卒業後はいか釣り漁船で漁師をしていた。H25年妻様死去後より認知症状が出現。徐々に症状進行し入浴拒否や物盗られ妄想見られていた。また、H29年頃より徘徊し家に戻れなくなることや転倒し骨折することが度々あった。H31年1月に物忘れが急激に進行、妻様の遺灰を失くしたり、新しい嫁が来ると言って仏壇を片付けたりする様子見られていた。同年3月には夜間徘徊時に再び骨折し、岸原病院入院。入院中の夜間徘徊や帰宅要求見られていた。家族対応困難の為、症状改善目的での入院希望あり。令和元年6月7日 12:38東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。
※LTセットBプラン、オムツ②
※売店利用不可。差し入れのみ。
